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（
参

考
様

式
９

－
１

）
 

介
護

保
険

法
第

7
0
条
（

又
は

第
1
1
5
条

の
２

）
第

２
項

各
号

等
の

規
定

及
び

法
令

の
規

定
に

よ
り

条
例

に

委
任

さ
れ

た
基

準
等

に
関

す
る

条
例

第
1
7
条

等
の

規
定

に
該

当
し

な
い

旨
の

誓
約

書
（

指
定

居
宅

サ
ー

ビ

ス
事

業
者

・
指

定
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

用
）

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 
 
 

兵
庫

県
知

事
 

 
県

民
局

長
 

 
 

様
 

 

所
在

地
 

申
請

者
    
名

 
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

代
表

者
名

 

        

申
請

者
及

び
下

記
役

員
等

は
、
別

記
各

号
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

者
で

あ
る

こ
と

を
誓

約
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

役
員

等
名

簿
（

当
該

事
業

所
の

管
理

者
は

必
ず

含
ま

れ
ま

す
。
代

表
者

に
つ

い
て

も
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。
） 

事
業

所
名

及
び

事
業

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

番
号
：
2
8
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

（
ふ

り
が

な
）

 

氏
 

 
 

名
 

役
職

名
・

呼
称
 

郵
便

番
号

 
電

話
番

号
 

生
年

月
日

・
就

任
年

月
日
 

住
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

 
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
 

〒
 

 
－

 
T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
 

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
 

住
所

 

 
印

 
管

理
者

 
〒

 
 

－
 

T
E
L
 

 
住

所
 

※
 
当

法
人

の
役

員
等
：
業

務
を

執
行

す
る

社
員

、
取

締
役

、
執

行
役

、
理

事
、
監

事
又

は
こ

れ
ら

に
準

ず
る

者
、

そ
の

事
業

所
を

管
理

す
る

者
(
管

理
者

)
 
 

※
 
記

入
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、
適

宜
欄

を
設

け
る

な
ど

し
て

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

（
参

考
様

式
９

－
１

）
 

別
記

（
指
定

居
宅
サ

ー
ビ
ス
事

業
者

・
指

定
介
護

予
防
サ
ー

ビ
ス

事
業

者
用
）
 

■
該

当
し
て

い
な
い

こ
と
を
確

認
す

る
事

項
（
該

当
す
る
場

合
は

、
指

定
を
受

け
る
こ
と

が
で

き
ま

せ
ん
。

）
 

１
 

申
請
者

が
法
人

で
な
い
（

病
院

等
が

特
例
（

法
第

71
・

7
2
条
）

に
該
当

す
る
場
合

を
除

く
）。

  

２
 

当
該
申

請
に
係

る
事
業
所

の
従

業
者

の
知
識

及
び
技
能

並
び

に
人

員
が
、

第
7
4
条

（
又

は
第

1
1
5
条

の
４
）

第
１

項
の
県

条
例
で

定
め
る
基

準
及

び
同

項
の
県

条
例
で
定

め
る

員
数

を
満
た

し
て
い
な

い
。
 

３
 

申
請
者

が
、
第

7
4
条
（

又
は

第
1
1
5
条
の

４
）
第
２

項
に

規
定

す
る
指

定
居
宅
サ

ー
ビ

ス
(又

は
指
定

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

)
の

事
業

の
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
に

従
っ

て
適

正
な

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

(
又

は
介

護
予

防
サ
ー

ビ
ス
事

業
)
の
運

営
を

す
る

こ
と
が

で
き
な
い

と
認

め
ら

れ
る
。
 

４
 

申
請

者
又
は

そ
の

役
員
等

が
、

禁
錮

以
上

の
刑

に
処
せ

ら
れ

、
そ

の
執

行
を

終
わ
り

、
又

は
執

行
を

受
け

る

こ
と

が
な
く

な
る
ま

で
の
者
で

あ
る

。
 

５
 

申
請

者
又
は

そ
の

役
員
等

が
、

こ
の

法
律

そ
の

他
国
民

の
保

健
医

療
若

し
く

は
福
祉

に
関

す
る

法
律

で
政

令

で
定

め
る
も

の
の
規

定
に
よ
り

罰
金

の
刑

に
処
せ

ら
れ
、
そ

の
執

行
を

終
わ
り

、
又

は
執

行
を

受
け

る
こ
と

が

な
く

な
る
ま

で
の
者

で
あ
る
。

 
 

５
の

２
 

申
請
者

又
は

そ
の
役

員
等

が
、

労
働

に
関

す
る
法

律
の

規
定

で
あ

っ
て

政
令
で

定
め

る
も

の
に

よ
り

罰

金
の

刑
に
処

せ
ら
れ

、
そ
の
執

行
を

終
わ

り
、
又

は
執
行
を

受
け

る
こ

と
が
な

く
な
る
ま

で
の

者
で

あ
る
。
 

５
の

３
 
申

請
者
又

は
そ
の
役

員
等

が
、
社

会
保

険
各
法
又

は
労

働
保

険
の
保

険
料
の
徴

収
等

に
関

す
る
法

律
（
昭

和
4
4
年

法
律

第
84

号
）
の
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
納
付
義

務
を

負
う

保
険
料

、
負

担
金

又
は

掛
金
（

地
方
税

法
の

規
定

に
よ

る
国

民
健

康
保

険
税

を
含

む
。

以
下

「
保

険
料

等
」

と
い

う
。
）

に
つ

い
て

、
当

該
申

請
を

し

た
日

の
前
日

ま
で
に

、
こ

れ
ら

の
法

律
の

規
定
に

基
づ
く
滞

納
処

分
を

受
け

、
か

つ
、
当

該
処

分
を

受
け
た

日

か
ら

正
当
な

理
由
な

く
３
月
以

上
の

期
間

に
わ
た

り
、
当
該

処
分

を
受

け
た
日

以
降
に
納

期
限

の
到

来
し
た

保

険
料

等
の
全

て
（

当
該
処

分
を

受
け

た
者

が
、
当

該
処

分
に

係
る

保
険

料
等
の

納
付
義
務

を
負

う
こ

と
を
定

め

る
法

律
に
よ

っ
て
納

付
義
務
を

負
う

保
険

料
等
に

限
る

。）
を

引
き
続

き
滞
納

し
て
い
る

者
で

あ
る

。
 

６
 

申
請
者

が
、

第
7
7
条
（

又
は

第
1
1
5
条
の

９
）
第
１

項
又

は
第

11
5
条

の
3
5
第

６
項

の
規

定
に
よ

り
指
定

を
取

り
消
さ

れ
、
そ

の
取

消
し

の
日

か
ら

起
算
し

て
５
年
を

経
過

し
な

い
者
（

当
該

指
定

を
取

り
消

さ
れ
た

者

が
法

人
で
あ

る
場
合

に
お
い
て

は
、

当
該

取
消
し

の
処
分
に

係
る

行
政

手
続
法

第
1
5
条

の
規

定
に

よ
る
通

知

が
あ

っ
た
日

前
6
0
日

以
内
に

当
該

法
人

の
役
員

等
で
あ
っ

た
者

で
当

該
取
消

し
の
日
か

ら
起

算
し

て
５
年

を

経
過

し
な

い
も

の
を

含
み

、
当

該
指

定
を

取
り

消
さ

れ
た

者
が

法
人

で
な

い
事

業
所

で
あ

る
場

合
に

お
い

て

は
、

当
該
通

知
が
あ

っ
た
日
前

6
0
日

以
内

に
当
該

事
業
所

の
管

理
者

で
あ
っ

た
者
で
当

該
取

消
し

の
日
か

ら

起
算

し
て
５

年
を
経

過
し
な
い

も
の

を
含

む
。
）
で

あ
る
。

 

６
の

２
 
申

請
者
と

密
接
な
関

係
を

有
す

る
者
が

、
第

77
条

（
又

は
第

11
5
条

の
９

）
第

１
項

又
は

第
1
1
5
条

の
3
5

第
６

項
の
規

定
に
よ

り
指
定
を

取
り

消
さ

れ
、
そ

の
取
消
し

の
日

か
ら

起
算
し

て
５
年
を

経
過

し
て

い
な
い

。
 

７
 

申
請
者

が
、

第
7
7
条
（

又
は

第
1
1
5
条
の

９
）
第
１

項
又

は
第

11
5
条

の
3
5
第

６
項

の
規

定
に
よ

る
指
定

の
取

消
し
の

処
分
に

係
る
行
政

手
続

法
第

1
5
条
の

規
定
に

よ
る

通
知

が
あ
っ

た
日
か
ら

当
該

処
分

を
す
る

日

又
は

処
分
を

し
な
い

こ
と
を
決

定
す

る
日

ま
で
の

間
に
第

7
5
条

第
２

項
の
規

定
に
よ

る
事

業
の

廃
止
の

届
出

を
し

た
者

（
当

該
事

業
の

廃
止

に
つ

い
て

相
当

の
理

由
が

あ
る

者
を

除
く

。
）

で
、

当
該

届
出

の
日

か
ら

起
算

し
て

５
年
を

経
過
し

な
い
も
の

で
あ

る
。
 

７
の

２
 
申

請
者
が

、
第

76
条
（

又
は

第
1
15

条
の
７
）
第

１
項
の

規
定
に

よ
る
検
査

が
行

わ
れ

た
日
か

ら
聴
聞

決
定

予
定
日

ま
で
の

間
に
第

7
5
条

（
又
は

第
11
5
条
の

５
）

第
２

項
の
規

定
に
よ
る

事
業

の
廃

止
の
届

出
を

し
た

者
（

当
該

事
業

の
廃

止
に

つ
い

て
相

当
の

理
由

が
あ

る
者

を
除

く
。
）

で
、

当
該

届
出

の
日

か
ら

起
算

し

て
５

年
を
経

過
し
な

い
も
の
で

あ
る

。
  

８
 

第
７
号

に
規
定

す
る
期
間

内
に

第
7
5
条
（
又

は
第

11
5
条

の
５
）
第

２
項

の
規
定
に

よ
る

事
業

の
廃
止

の
届

出
が

あ
っ
た

場
合
に

お
い
て
、

申
請

者
の

役
員
等

が
、
同
号

の
通

知
の

日
前

6
0
日

以
内

に
当

該
届

出
に
係

る

法
人

（
当

該
事

業
の

廃
止

に
つ

い
て

相
当

の
理

由
が

あ
る

法
人

を
除

く
。
）

の
役

員
等

で
、

当
該

届
出

の
日

か

ら
起

算
し
て

５
年
を

経
過
し
な

い
も

の
で

あ
る
。
 

９
 

申
請

者
又
は

そ
の

役
員
等

が
、

指
定

の
申

請
前

５
年
以

内
に

居
宅

サ
ー

ビ
ス

等
に
関

し
不

正
又

は
著

し
く

不

当
な

行
為
を

し
た
者

で
あ
る
。

 

1
0
 

申
請
者

等
が
、

条
例
第

1
7
条
、

第
18

条
（
管

理
者

が
暴

力
団

員
等
で

あ
る
、
事

業
運

営
に

つ
い
て

暴
力
団

等
の

支
配
を

受
け
る

）
及
び
第

1
9
条

、
第

2
3
条

（
暴
力
団

及
び

暴
力

団
員
等

）
に
該
当

す
る

。
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▶
平

成
27

年
４

⽉
か

ら
新

設
さ

れ
る

「
加

算
Ⅰ

」
を

取
得

す
れ

ば
介

護
職

員
１

人
当

た
り

月
額

２
万

７
千

円
相

当
の

加
算

が
受

け
取

れ
ま

す
。

▶
新

設
の

加
算

Ⅰ
の

要
件

を
満

た
す

に
は

、
平

成
27

年
4⽉

１
日

か
ら

実
施

す
る

処
遇

改
善

の
取

組
の

記
載

が
必

要
で

す
。

加
算

Ⅲ
（

従
来

の
加

算
Ⅱ

）

「
介

護
職

員
処

遇
改

善
加

算
」

の
ご

案
内

平
成

27
年

4月
１

日
か

ら
加

算
の

拡
充

が
ス

タ
ー

ト

厚
生

労
働

省
で

は
、

介
護

報
酬

を
改

定
し

、
平

成
27

年
４

⽉
１

日
か

ら
介

護
の

現
場

で
働

く
介

護
職

員
の

方
の

処
遇

改
善

を
図

る
た

め
の

「
介

護
職

員
処

遇
改

善
加

算
」

を
拡

充
し

ま
す

。

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
と

介
護

職
員

の
皆

さ
ま

へ

Q
２

．
「

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

」
「

職
場

環
境

等
要

件
（

旧
定

量
的

要
件

）
」

っ
て

何
？

A2
．

介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

申
請

の
た

め
に

必
要

な
要

件
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。
申

請
で

き
る

加
算

は
、

ど
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
か

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

▶
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
：

①
と

②
の

２
種

類
の

要
件

が
あ

り
ま

す
。

①
職

位
・

職
責

・
職

務
内

容
に

応
じ

た
任

⽤
要

件
と

賃
⾦

体
系

の
整

備
を

す
る

こ
と

②
資

質
向

上
の

た
め

の
計

画
を

策
定

し
て

、
研

修
の

実
施

ま
た

は
研

修
の

機
会

を
設

け
る

こ
と

▶
職

場
環

境
等

要
件

：
こ

れ
ま

で
の

処
遇

改
善

の
取

組
に

つ
い

て
介

護
職

員
へ

の
周

知
が

必
要

で
す

。
（

例
）

資
質

の
向

上
-研

修
の

受
講

や
キ

ャ
リ

ア
段

位
制

度
と

⼈
事

考
課

と
の

連
動

な
ど

職
場

環
境

・
処

遇
の

改
善

-子
育

て
と

の
両

⽴
を

目
指

す
⼈

の
た

め
の

育
児

休
業

制
度

な
ど

の
充

実
、

事
業

所
内

保
育

施
設

の
整

備
な

ど

Q
１

．
平

成
27

年
4月

１
日

か
ら

、
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
が

変
わ

る
の

？
A1

．
4月

１
日

か
ら

は
、

よ
り

加
算

の
高

い
新

た
な

区
分

が
１

つ
加

わ
り

、
全

４
区

分
に

な
り

ま
す

。

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

①
と

②
＋

職
場

環
境

等
要

件
（

旧
定

量
的

要
件

）
の

両
方

を
満

た
す

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

①
ま

た
は

②
＋

職
場

環
境

等
要

件
を

満
た

す

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

①
ま

た
は

②
ま

た
は

職
場

環
境

等
要

件
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

①
・

②
と

職
場

環
境

等
要

件
の

す
べ

て
を

満
た

さ
な

い

厚
生

労
働

省

月
額

13
,5

00
円

相
当

加
算

Ⅱ
（

従
来

の
加

算
Ⅰ

）

月
額

15
,0

00
円

相
当

加
算

Ⅳ
（

従
来

の
加

算
Ⅲ

）
月

額
12

,0
00

円
相

当

＜
全

４
区

分
＞

新
設

新
設

拡
充

部
分

介
護

職
員

１
⼈

当
た

り
月

額
12

,0
00

円
相

当
増

（
介

護
職

員
１

⼈
当

た
り

)
月

額
27

,0
00

円
相

当

加
算

Ⅰ

※
加
算
相
当
額
の
賃
金
改
善
を
行
う
こ
と
。

▶
加

算
を

取
得

し
た

事
業

者
は

、
介

護
職

員
の

研
修

機
会

の
確

保
や

雇
⽤

管
理

の
改

善
な

ど
と

と
も

に
、

加
算

の
算

定
額

に
相

当
す

る
賃

⾦
改

善
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

▶
事

業
者

は
都

道
府

県
な

ど
に

加
算

の
届

出
を

し
た

上
で

、
加

算
請

求
は

国
保

連
に

⾏
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

⽀
払

の
委

託
を

受
け

た
国

保
連

は
事

業
者

に
加

算
（

報
酬

）
を

⽀
払

い
、

事
業

者
は

介
護

職
員

に
賃

⾦
の

改
善

を
⾏

い
ま

す
。

＜
介

護
職

員
処

遇
改

善
加

算
を

ま
だ

算
定

し
て

い
な

い
場

合
＞

お
問

い
合

わ
せ

先
：

各
サ

ー
ビ

ス
の

指
定

権
者

（
県

指
定

サ
ー

ビ
ス

は
各

県
⺠

局
・

県
⺠

セ
ン

タ
ー

）

Q
３

．
「

介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

」
の

目
的

は
？

A3
．

介
護

職
員

の
安

定
的

な
処

遇
改

善
を

図
る

た
め

の
環

境
整

備
と

と
も

に
、

介
護

職
員

の
賃

⾦
改

善
に

充
て

る
こ

と
を

目
的

に
創

設
さ

れ
た

加
算

で
す

。

①
加

算
届

出

②
加

算
請

求
③

加
算

支
払

介
護

職
員

国
保
連

平
成

27
年

４
⽉

１
日

か
ら

導
⼊

さ
れ

る
加

算
Ⅰ

を
算

定
す

る
と

、
月

額
１

万
２

千
円

相
当

、
介

護
職

員
の

⽅
の

賃
⾦

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

◆
加

算
Ⅰ

の
算

定
に

は
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

①
、

②
の

両
方

と
職

場
環

境
等

要
件

（
旧

定
量

的
要

件
）

の
う

ち
、

平
成

27
年

４
⽉

１
日

か
ら

実
施

す
る

処
遇

改
善

の
取

組
（

予
定

）
の

記
載

が
必

要
で

す
。

◆
算

定
の

申
請

に
は

、
介

護
職

員
の

処
遇

改
善

計
画

書
と

就
業

規
則

・
給

与
規

程
な

ど
の

必
要

書
類

を
、

都
道

府
県

知
事

な
ど

へ
届

け
出

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

④
賃

⾦
の

改
善

事
業

者

＜
従

来
の

介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

Ⅰ
を

算
定

し
て

い
る

場
合

＞

加
算

の
取

得
に

よ
っ

て
、

こ
れ

ま
で

よ
り

も
介

護
職

員
の

方
へ

の
賃

⾦
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
あ

な
た

の
事

業
所

が
算

定
要

件
を

満
た

し
て

い
る

か
ど

う
か

確
認

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

◆
加

算
の

算
定

要
件

の
確

認
と

算
定

申
請

に
は

、
介

護
職

員
処

遇
改

善
計

画
書

と
、

就
業

規
則

・
給

与
規

程
な

ど
の

必
要

書
類

を
、

都
道

府
県

知
事

な
ど

へ
届

け
出

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

都
道

府
県

ま
た

は
市

町
村

＜
加

算
の

届
出

の
流

れ
＞

⽀
払

の
委

託

詳
し

く
は

各
自

治
体

の
介

護
保

険
の

担
当

部
署

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。
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特
別

特
別

特
別

特
別

地
域

地
域

地
域

地
域

・
中

山
間

地
域

・
中

山
間

地
域

・
中

山
間

地
域

・
中

山
間

地
域

等 等等等
    

    
１ １１１
    
特
別
地
域
加
算
対
象
地
域

特
別
地
域
加
算
対
象
地
域

特
別
地
域
加
算
対
象
地
域

特
別
地
域
加
算
対
象
地
域

    
… ………
下
表

下
表

下
表

下
表

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

の ののの
地
域

地
域

地
域

地
域

    

２ ２２２
    
中
山
間
地
域
等

中
山
間
地
域
等

中
山
間
地
域
等

中
山
間
地
域
等

の ののの
小
規
模
事
業
所

小
規
模
事
業
所

小
規
模
事
業
所

小
規
模
事
業
所

加
算

加
算

加
算

加
算

対
象
地
域

対
象
地
域

対
象
地
域

対
象
地
域

    
… ………
上
記
１

上
記
１

上
記
１

上
記
１

以
外
で
、

以
外
で
、

以
外
で
、

以
外
で
、

下
表
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ

下
表
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ

下
表
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ

下
表
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ

の ののの
地
域

地
域

地
域

地
域

    

３ ３３３
    
中
山
間
地
域
等
の

中
山
間
地
域
等
の

中
山
間
地
域
等
の

中
山
間
地
域
等
の

居
住
者

居
住
者

居
住
者

居
住
者

へ
の

へ
の

へ
の

へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供

サ
ー
ビ
ス
提
供

サ
ー
ビ
ス
提
供

サ
ー
ビ
ス
提
供

加
算

加
算

加
算

加
算

対
象
地
域

対
象
地
域

対
象
地
域

対
象
地
域

    
… ………
下
表
Ａ

下
表
Ａ

下
表
Ａ

下
表
Ａ

、 、、、
Ｂ ＢＢＢ
、 、、、
Ｄ ＤＤＤ
、 、、、
Ｅ ＥＥＥ
、 、、、
Ｆ ＦＦＦ
、 、、、
Ｇ ＧＧＧ
の ののの
地
域

地
域

地
域

地
域

    

圏
域

 
市

町
名

 

Ａ ＡＡＡ
    

離
島

振
興

法
 

    

Ｂ ＢＢＢ
    

山
村

振
興

法
 

    

Ｃ ＣＣＣ
    

厚
生

労
働

大
臣

が

別
に

定
め

る
も

の
    

Ｄ ＤＤＤ
    

特
定

農
山

村
法
 

    

Ｅ ＥＥＥ
    

過
疎

地
域
 

自
立

促
進
 

特
別

措
置

法
 

Ｆ ＦＦＦ
    

豪
雪

地
帯

対

策
特

別
措

置

法
 

阪
 

神
 

北
 

三
田

市
 

 
 

 
小

野
村
、
高
平

村
  

 

猪
名

川
町
 

 
 

 
中

谷
村
、
六
瀬

村
  

 

北
 

播
 

磨
 

西
脇

市
 

 
 

 
比

延
庄
村
 

 
 

加
東

市
 

 
 

 
鴨

川
村
 

 
 

多
可

町
 

 
杉

原
谷

村
、

旧
八

千
代

町
 

 
旧

加
美

町
、
旧

八

千
代

町
 

 
 

中
 

播
 

磨
 

姫
路

市
 

家
島

、
坊

勢
島

、

西
島

、
男

鹿
島

 富
栖

村
 

山
之

内
(
佐

中
、
熊

部
、

坂
根

、
小

畑

地
域

に
限

る
)
、
高

長
 

旧
家

島
町

、
旧

夢
前

町
、

旧
安

富
町

 

 
 

神
河

町
 

 
大

山
村

、
越

知
谷

村
、

旧
大

河
内

町
 
 

全
町

 
 

 

市
川

町
 

 
瀬

加
村

 
 

全
町

 
 

 

西
 

播
 

磨
 

相
生

市
 

 
 

 
全

市
 

 
 

赤
穂

市
 

 
 

 
有

年
村
、
福
浦

村
  

 

宍
粟

市
 

 

土
万

村
、
蔦

沢
村

、

染
河

内
村

、
下

三

方
村

、
三

方
村

、

繁
盛

村
、

旧
波

賀

町
、

旧
千

種
町

 

 
全

市
 

旧
波

賀
町

、

旧
千

種
町

 

旧
波

賀
町

、

旧
千

種
町

 

た
つ

の
市

 
 

 
 

旧
新

宮
町

、
室

津

村
 

 
 

上
郡

町
 

 
 

 
全

町
 

 
 

 

佐
用

町
 

  

 

長
谷

村
、
石

井
村

、

久
崎

町
、
幕

山
村

、

三
河

村
、

旧
三

日

月
町

 

佐
用

、
平

福
、

江

川
、

力
万

、
須

安
、

宇
根

、
西

大
畠

、

小
日

山
、

目
高

、

寄
延

、
上

月
、

仁

位
、

早
瀬

、
多

賀
、

中
島

、
米

田
、

小

山
、

安
川

、
土

井
、

宝
蔵

寺
、
下

徳
久

、

林
崎

、
東

徳
久

、

西
徳

久
、

平
松

 

全
町

 
全

町
 

 

 

但
 

馬
 

豊
岡

市
 

 

奈
佐

村
、
内

川
村

、

三
椒

村
、

奥
竹

野

村
、

中
竹

野
村

、

八
代

村
、
三

方
村

、

西
気

村
、
室

埴
村

、

神
美

村
、

旧
但

東

町
 

 

旧
城

崎
町

、
旧

竹
野

町
、

旧
日

高
町

、
旧

出
石

町
、
旧

但
東

町
、

奈
佐

村
、

港
村
 

旧
城

崎
町

、

旧
竹

野
町

、

旧
但

東
町

 

全
市

 

香
美

町
 

 

奥
佐

津
村

、
長

井

村
、

余
部

村
、

旧

村
岡

町
、

旧
美

方

町
 

 
全

町
 

全
町

 
全

町
 

新
温

泉
町

 
 

大
庭

村
、
温

泉
町

、

八
田

村
 

赤
崎

、
和

田
、

三

尾
、

諸
寄

、
釜

屋
、

居
組

、
切

畑
、

多

子
、

桐
岡

、
丹

土
、

中
辻

、
塩

山
、

飯

野
 

全
町

 
全

町
 

全
町

 

養
父

市
 

 

建
屋

村
、

口
大

屋

村
、

西
谷

村
、

旧

関
宮

町
 

 
全

市
 

全
市

 
全

市
 

朝
来

市
 

 
糸

井
村

、
与

布
土

村
、

旧
朝

来
町

 
 

旧
生

野
町

、
旧

和

田
山

町
、
旧

朝
来

町
、

与
布
土

村
 

旧
山

東
町

 
全

市
 

丹
 

波
 

篠
山

市
 

 

畑
村

、
城

東
村

、

後
川

村
、
福

住
村

、

大
芋

村
、
草

山
村

、

北
河

内
村

、
今

田

村
 

 

旧
篠

山
町

、
旧

西

紀
町

、
旧

今
田

町
、

古
市
村
 

 
 

丹
波

市
 

 
葛

野
村

、
神

楽
村

、

遠
阪

村
、

鴨
庄

村
 
 

旧
青

垣
町

、
旧

山

南
町

、
柏

原
町

（
新

井
村

除

く
）

、
葛

野
村

、

大
路

村
、
鴨
庄

村
  

旧
青

垣
町

 

淡
 

路
 

洲
本

市
 

中
津

川
組

、

相
川

組
、

畑

田
組

 

広
田

村
 

 
由

良
町
、
広
田

村
 旧

五
色

町
 

 

南
あ

わ
じ

市
 
灘

 
伊

加
利

村
 

 

旧
緑

町
、
阿

那
賀

村
、

伊
加

利
村

、

福
良

町
、

灘
村
 

 
 

淡
路

市
 

 
 

 
 

全
市
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市
町

村
名

 辺
地

名
（
過

疎
地

域
に

存
在

す
る

辺
地

に
は

、
辺

地
名

の
頭

に
「
★

」
を

、
離

島
地

域
に

存
在

す
る

辺
地

に
は

「
◎

」
を

記
入

）

姫
路

◎
家

島
◎

坊
勢

島
◎

男
鹿

島
佐

中
・
熊

部
高

長
久

畑
中

村

洲
本

市
◎

上
灘

★
鮎

原
中

邑

相
生

市
坪

根

三
原

目
坂

★
竹

野
町

椒
★

竹
野

町
三

原
★

竹
野

町
田

久
日

日
高

町
知

見
日

高
町

森
山

日
高

町
羽

尻

日
高

町
田

ノ
口

日
高

町
稲

葉
出

石
町

奥
小

野
★

但
東

町
奥

藤
★

但
東

町
坂

津
★

但
東

町
河

本
★

但
東

町
西

谷
★

但
東

町
佐

々
木

西
脇

市
出

会
町

三
木

市
吉

川
町

新
田

吉
川

町
南

水
上

吉
川

町
南

豊
岡

三
田

市
母

子
・
永

沢
寺

大
音

所
・
幡

尻
小

柿
上

青
野

奥
原

山
・
中

原
山

川
阪

後
川

新
田

篭
坊

・
原

大
藤

・
奥

山
・
立

金
藤

岡
奥

後
川

下
・
後

川
奥

知
足

・
丸

山
市

野
々

桑
原

四
斗

谷
奥

県
守

後
川

上
・
後

川
中

曽
地

奥

養
父

市
★

横
行

・
若

杉
★

明
延

★
熊

次
★

轟
★

中
間

・
栗

ノ
下

清
住

中
三

方
下

油
利

朝
阪

・
福

田
小

野
大

名
草

・
惣

持
大

稗

小
稗

西
山

日
向

・
明

号
遠

阪
野

瀬
阿

草
市

ノ
貝

徳
尾

上
鴨

阪
岩

戸
末

谷
・
神

池
・
塚

原
・
戸

平
白

毫
寺

乙
河

内

伊
毘

山
口

・
湯

の
河

本
村

・
仲

野
下

所
・
畦

原
志

知
奥

◎
仁

頃
◎

城
方

・
山

本
◎

吉
野

◎
黒

岩
・
惣

川
◎

白
崎

・
来

川
◎

沼
島

生
野

町
黒

川
生

野
町

川
尻

和
田

山
町

竹
ノ

内
和

田
山

町
内

海
和

田
山

町
芳

賀
野

和
田

山
町

藤
和

★
山

東
町

西
谷

★
山

東
町

迫
間

上
八

代
納

座
土

肥
老

波
平

野
神

子
畑

中
田

路

★
興

隆
寺

★
長

沢
★

開
京

★
谷

山
★

中
持

・
谷

山
★

生
田

田
尻

★
生

田
畑

★
生

田
大

坪

★
野

島
常

盤
★

仁
井

・
小

田
・
久

野
々

梯
大

谷
東

下
野

中
野

上
ノ

下
上

ノ
上

塩
山

大
沢

・
小

茅
野

塩
田

草
木

・
千

町
井

内
・
黒

原
戸

倉
・
道

谷
引

原
・
鹿

伏
日

ノ
原

・
音

水
内

海
・
鷹

巣
河

内
・
西

河
内

加
東

市
平

木
畑

少
分

谷
下

鴨
川

上
鴨

川
廻

渕
西

戸

た
つ

の
市

新
宮

町
奥

小
屋

新
宮

町
牧

新
宮

町
下

莇
原

山
寄

上
鳥

羽
清

水
轟

棚
岩

上
三

原
中

三
原

柳
山

寺

大
屋

八
千

代
坂

本
中

村

市
川

町
寺

家
塩

谷

神
河

町
作

畑
・
新

田
大

畑
上

越
知

奥
猪

篠
上

小
田

川
上

上
郡

町
高

山
行

頭
･八

保
丙

石
戸

･旭
日

大
富

小
野

豆
･佐

用
谷

★
奥

海
★

海
内

・
桑

野
★

若
州

・
上

石
井

★
奥

金
近

★
奥

長
谷

★
水

根
・
下

石
井

★
庵

★
大

木
谷

・
西

河
内

★
小

日
山

・
大

日
山

★
上

秋
里

・
西

新
宿

★
桜

山
★

皆
田

★
大

垣
内

★
才

金
★

金
子

★
福

中

★
宇

根
★

南
広

★
真

宗
★

上
本

郷
★

豊
福

・
平

谷
・
淀

★
末

包
・
東

中
山

・
大

畠
★

仁
方

★
奥

佐
津

★
御

崎
★

隼
人

★
相

谷
★

八
原

・
藤

★
山

田
・
境

★
柤

岡
★

和
佐

父
・
宮

神

★
新

屋
★

秋
岡

★
東

垣
・
鍛

治
屋

★
佐

坊

★
久

斗
山

★
三

尾
★

伊
角

★
春

来
★

熊
谷

★
内

山
★

海
上

★
田

中

★
青

下

G
　

辺
地

に
係

る
公

共
的

施
設

の
総

合
整

備
の

た
め

の
財

政
上

の
特

別
措

置
等

に
関

す
る

法
律

に
規

定
す

る
地

域
（
平

成
２

５
年

３
月

３
１

日
現

在
）

新
温

泉
町

多
可

町

佐
用

町

香
美

町

宍
粟

市

南
あ

わ
じ

市

朝
来

市

篠
山

市

淡
路

市

丹
波

市

豊
岡

市
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